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 teiten2000プロジェクトは，全国 18 カ所（およびオーストラリア 1 カ所）の観測ポイントに
景観カメラと気象観測装置を設置し，8 年間のデータを蓄積，教育用素材として提供を続けて

いた。小中学校と大学教員で構成する「teiten2000教材開発活用グループ」は，これらの素材
をもとに，学習指導要領に準じた教材を開発するグループである。今回は，このグループで作

成したツール群（ワークベンチ）および教材，教員対象のワークショップについて報告を行う。	
 

	
 

1.	
 teiten2000教材開発ワークベンチ	
 
	
 文部科学省（当時文部省）の教育用コンテン

ツ開発事業として，西暦 2000 年にスタートした

「広域定点観測網実証プロジェクト」（以下

teiten2000 プロジェクト）は，コンピュータ教育
開発センター(CEC)地域プロジェクトによる観測

地点の追加，情報ネットワーク教育活用研究協

議会(JNK4)への運用移管を経ながら，インター

ネットへの公開を継続している。公開している

データは，機器の老朽化により収集を停止する

までの約 8 年間，北は北海道から南は沖縄まで，

それぞれ気候の異なる地域に設置した 18 の観測

地点における，気象データおよび約 320 万枚の

定点画像である。	
 

	
 収集データを活用した教材，「フェーン現

象」「潮の満ち引き」「一年の昼とよるの長

さ」等は当初から提供していたが，保存してい

るデータ量に比べ，教材の量は少なかった。こ

の問題を解消するため，教材用の素材を検索・

発見するためのツール群を整備してきたが，昨

年度より「teiten2000 教材開発活用プロジェク
ト」により，ツール類を使いながら，新学習指

導要領「理科」のための教材化およびワークシ

ョップの開催を目指して，精力的に教材開発が

進められている。本報告では，開発したツール

群と，プロジェクトの活動について報告する。	
 

	
 

2.	
 ワークベンチの検討と整備:	
 viewer と teiten 
SORAの開発	
 
	
 画像データを教材の素材とするための課題は，

320 万枚という膨大な枚数の中から，どのように

して適切な画像を抽出するか，ということであ

った。課題解決する手法として：	
 

(1)	
 画像を高速に切り替えることで素早く検

索・特徴的な気象現象から適切な画像を検

索する。	
 

(2)	
 質的な検索（晴れている日など）を可能に

する。	
 

を実現することを目標に開発を進めた。	
 	
 	
 	
 

	
 (1)については，Web アプリケーションとして

開発した「ビュワー」と「日報・月報」および

「天気図」を連動させ，同じ日や同じ時刻の情

報ページに１クリックでナビゲーションできる

仕組みを整備した。	
 

	
 (2)の質的特徴からの画像検索については，各

画像から空の色を抽出し，1 日分 10 分ごとの色

情報 144 個を一行とし，１年分を縦に並べた Web

インターフェース teiten SORA を開発した。こ
れは，各セルにマウス・オーバーすることで，

対応する定点画像を別ウィンドウに表示するも

のである。しかし，開発当初は web ブラウザの

処理能力が低く，５日ごとに間引いて１年分表

示していた。本プロジェクトでは，現状のブラ
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ウザ能力を評価し，現状であれば，365 日分

52,560 セルの色情報を扱っても動作可能である

ことを確認できた。そこで web インターフェー

スを見直し，各観測地点について高精細版の

teiten SORAを作成した。また，２地点を比較す
るためのインターフェースを新規に開発し，一

日・一年の夜と昼の変化を比較可能にしている

（図 1）。	
 

 
図 1	
 高精細版 teiten	
 SORA	
 

	
 

3.	
 teiten2000 教材開発活用プロジェクトと教員
向けワークショップの開催	
 

	
 本年度の「teiten2000 教材開発活用プロジェク
ト」活動は，(1)新学習指導要領に準じた「気象

学習キット」の作成と整備，	
 (2)「教材作成ワ

ークベンチ」の開発，	
 (3)teiten2000 を活用する
ための教員向けワークショップの開催等を目標

に活動している。	
 

	
 teiten2000 の当初の目的の一つは，公開してい
るデータを素材として，自由に教材を作成して

もらうことにあった。しかし，データを活用し

た教材が，あまり増えなかったのは，データ数

が膨大になりすぎて目的のデータにたどり着き

にくくなったことや，すぐに使える教材例が少

なかったこと，素材から教材を作成するプロセ

スを熟知している教員が少ないことなどが原因

であると考えられる。そこで，(1)teiten2000	
 で
公開されているデータを知り，(2)授業ですぐ使

える教材を紹介し，(3)目的のデータを検索・加

工するための教材作成用ワークベンチを体験し

てもらい，(4)データを活用する教材・教案を作

成してみる，というワークショップを計画した。

初回は小学校教育研究会情報部会のグループ 20

名で(1)，(2)の内容を行い，二回目は，免許更

新講習の参加者 40 名（主として理科・技術・情

報担当，校種は小学校 5，中学校 20，高等学校

11，その他 4 名）に，(1)〜(4)の内容で行った。

本稿では二回目のワークショップについて報告

する。	
 

	
 ワークショップは，「気象データを用いた気

象教材の作成」として，１日（320 分）コースで

開催した。午前中は teiten2000 と作成ツールの
説明（演習を含む），午後は授業進行の各段階

への教材位置づけに関する講義のあと，４名の

グループに分かれて教材と教案作成の演習を行

った。	
 

	
 ワークショップ終了後，アンケートを行った。

ワークショップ内容と成果についての評価は，

「非常に役に立つ」が 30%前後，「やや役に立

つ」が 55%前後で合計 84-87%%と良好であった。

自由記述では，「午後の教材・教案の検討時間

が足りなかった」「校種が様々だったのでグル

ープワークの良さを生かせなかった」等の問題

点も指摘され，時間配分と受講対象の制限につ

いて更に工夫することで，より効果的なワーク

ショップに改善できると思われる。一方，

teiten2000 の素材に対する評価は「非常に役立
つ」が 54%と高かったので，素材に対する理解は

かなり得られたと思われる（図 2）。teiten2000
についてはじめて知る教員も多かったので，あ

る程度理解を深めた上で，教材や教案を考えら

れるようなワークショップとして以降も継続す

る予定である。	
 

	
 

	
 
図 2	
 受講者のワークショップ評価	
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